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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：中間体。後期エンドソーム。細胞質小胞、オートファゴソーム。PI3K複合体Iの構成要素として、プレオートファゴソーム構造に局在する。PI3K複合体IIの構成要素として、主にエンドソームに局在する（PubMed:14617358）。また、繊毛軸糸に沿った個別の点状構造および繊毛軸糸の基部にも局在する（相同性による）。触媒活性：ATP + 1-ホスファチジル-1D-ミオイノシトール = ADP + 1-ホスファチジル-1D-ミオイノシトール3-リン酸。,補因子：マンガン。,機能：PI3K複合体の触媒サブユニット。リソソーム酵素前駆体のリソソームへの輸送に関与する。,類似性：PI3/PI4キナーゼファミリーに属する。,類似性：1つのPI3K/PI4Kドメインを含む。,サブユニット：AMBRA1およびBECN1と複合体を形成する可能性が高い（類似性に基づく）。ヘテロ二量体。このサブユニットは、調節サブユニットと触媒サブユニットからなる複合体の一部であり、調節サブユニットPIK3R4と会合する。,組織特異性：普遍的に発現し、骨格筋で最も高い発現を示す。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	ラット脳全細胞ライセートを10% SDS-PAGEで分離し、膜をPI3キナーゼクラス3ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

